
広域まちづくりモデル調査検討会の設置目的及び進め方について 

 

１ 目 的 

既存の広域交通ネットワークを活かし、広域的な観点からまちづくりを進めるに当

たり、富山高岡広域都市計画区域内の開発予定地等をモデル地区として選定し、まち

づくりのあり方、方向性等の検討を行う「広域まちづくりモデル調査検討会」を設置

する。 

 

２ モデル地区 

①基幹的な地域公共交通であり県の東西を連絡するあいの風とやま鉄道の新駅周辺 

・あいの風とやま鉄道線「富山－東富山間」新駅設置周辺地区 

・あいの風とやま鉄道線「高岡－西高岡間」新駅設置周辺地区 

②広域交通網である高速道路の小杉 IC や富山西 IC から比較的近傍にある箇所。 

また今後、県道小杉婦中線の開通が予定され、国際拠点港湾伏木富山港からの 

アクセスが良好となる箇所。 

・ＪＥＴ駐車場跡地、小杉インターパーク（第三地区）周辺地区 

 

３ 進め方（スケジュール） 

 

 

 

＜検討内容＞ 

・第１回検討会の意見を踏まえた調査・検討状況について 

・サウンディング型市場調査の実施について 

・地区ごとのまちづくりのあり方、目指すべき方向性の検討 

第２回検討会（3/8） 

第３回検討会 

第１回検討会（2/7） 

（６月目途） 

・平成 28 年度の検討結果を踏まえ、モデル地区ごとのまちづくりのあり

方、目指すべき方向性を報告・検討・取りまとめ 

経緯・経過及び現状について 

課題の整理 

資料１ 


